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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、アジア域での高度なライダー観測と化学輸送モデルとを組み合わせて、空間・時間・化学

組成の５次元データ同化システムを開発することによって、大気汚染物質の発生源からの流れを把握す

るという研究であり、幾つかの重要な進展があり研究は概ね順調である。 

例えば、ライダー観測結果によるアジア域の汚染イベントの特徴の理解、観測結果のモデルへの反映、

中国の省のスケールの排出寄与分析など、有用な成果を得ている。今後、手法の開発と再解析データベ

ースの作成・公開に加え、エアロゾルの気候影響評価の高精度化という研究目的に向けて、数値目標を

挙げた取組も望まれる。 

 


